
チーム・人数(人)等 期間 会場

第一　指導・普及事業
【目的】

１．選手及び指導者育成事業
【内容】

【成果】

Ｃ級指導者養成コース(5コース) 166名 2012年5月3日～2013年2月3日 リコー東松山研修センター他
D級指導者養成コース(4コース) 153名 2012年6月30日～2013年3月3日 リコー東松山研修センター
キッズリーダー養成講習会 199名 2012年5月4日～2013年3月2日 リコー東松山研修センター
Ｃ・Ｄ級コーチリフレッシュ研修会 424名 2012年4月1日～2013年3月20日 リコー東松山研修センター他
Ａ・Ｂ級コーチ推薦選考会 42名 2012年9月22日～2013年1月26日 リコー東松山研修センター
４種トレセン 通年 各地
３種トレセン 通年 各地
２種トレセンＵ-16 通年 各地
ＧＫトレセン 通年 各地
女子トレセンＵ-12、Ｕ-15、Ｕ-18 通年 各地
４種ボーイズ合宿 2012年6月23日～2012年6月24日 リコー東松山研修センター
トレセンスタッフ研修会 通年 各地
関東トレセンリーグＵ-12、Ｕ-13、Ｕ-14、Ｕ-15、Ｕ-16 通年 各地
トライアルＳＦＡ 通年 県内各学校
エリートプログラム 通年 県内各地

２．審判員養成事業
【内容】

【成果】

２・３級審判更新講習会 1192名 2012年9月1日～11月18日 県内４地区
２級審判昇格１次審査 12名 2012年9月9日、2013年2月24日 狭山市赤坂の森
３級審判昇格審査 91名 2012年4月22日～2013年2月10日 県内各地区
上級審判員体力テスト 50名 2012年5月27日、11月25日、2013年2月24日 戸田市道満グラウンド
フットサル３級審判昇格審査 5名 2012年6月10日、2012年12月2日 フレサよしみ、戸田市スポーツセンター
フットサル４級審判認定講習会 134名 2012年5月20日～2013年2月24日 県内
フットサル審判更新講習会 94名 2012年9月22日～12月2日 ４地区
審判インストラクター派遣 321名 年間 県内各地
審判インストラクター研修会 123名（3回開催） 2012年12月8日、3月2日、3月3日 リコー東松山研修センター　他
市町審判委員長会議 38名 2012年7月1日 さいたま市民会館うらわ
審判研修会派遣 15名（8回開催） 2012年7月～2013年3月 関東各地
女子審判養成 約150名 2013年1月、2月、3月 県内各地
女子審判トレーニングセンター 60名（2回開催） 2013年1月27日、3月24日 浦和駒場、与野東中学校
審判宿泊研修 42名 2012年6月9日～6月10日 リコー東松山研修センター
レフェリートレセン 約400名 年間（月１回） 県内各地
審判資格新規取得・養成更新に伴う講習会の開催 新規65回(約5,800名)、更新64回(5,150名) 通年 県内各地

３．広報紙発行事業
【内容】

【成果】

年5回
県サッカー資料の収集

４．ホームページ運営事業
【内容】

【成果】

ホームページ運営管理 通年

　  ５．地域での普及事業 　
(１)キッズプログラム

【内容】

【成果】

　栄養講座 通年 県内各地
　キッズ巡回指導 通年 県内各地

・埼玉県教育委員会を通して希望する幼稚園・保育園・小学校へ、日本協会の認定を受けた指導者を無料で派遣
する巡回指導を、主として実施している。年間約40の園・学校を巡回する。他に、栄養講座や1日のサッカースクール
などがある。

ＳＦＡニュース（機関紙）発行※2012年12月発行より、ＰＤＦ作製でのホームページ掲載に完全移行。

①【公益目的事業】

・本法人が主催する競技会は、日本協会が認定する有資格者の審判員によって行うことが前提となっている。公認3
級及び4級の審判員の養成は、都道府県サッカー協会が担当するため、本法人では日本協会の審判資格体系に基
づく審判資格認定講習会を実施し、資格の認定を行う。また、有資格者の資質を高めるための研修会（審判トレセ
ン）、資格更新のために行う更新講習会、審判の指導や評価を行うインストラクター養成講習会等を実施する。さらに
各種大会に審判員やインストラクターを割当て、派遣することも行う。

・本法人が主催する各種大会の状況、最新のトピックを取り上げた広報紙「SFA　NEWS」を、全加盟チーム及び関係
者に配布する。また、全文をホームページに掲載している。当事業の財源は、当該事業に係る日本協会からの補助
金である。

・本法人の組織、事業、競技会、委員会、連盟等の全ての情報を提供し、内容を日々更新してタイムリーに情報を発
信している。当事業の財源は、当該事業に係る日本協会からの補助金及びホームページ運営協賛金である。

平成24年度　公益財団法人埼玉県サッカー協会　事業報告
項　　　　　　　　　目

・正しいサッカー及びフットサルを普及するために、県民に対して、健全で安全なスポーツ環境を提供する必要があ
る。これを実現するためには、何よりも先ず、指導者と審判員の養成とその質の向上が不可欠である。指導者と審判
員は、児童や青少年の各年代の身体的、技術的な発達度合いに応じた適切な指導方法を体得し、正しいルールを
理解する必要がある。正しい指導ができる指導者と審判員のもとで、安全に継続して楽しみながらプレイすることが、
児童や青少年の健全な発達を促し、可能性を引き出し、素質を開花させることに繋がる。

・当該事業は、選手の育成・強化を通じて競技力の向上を図り、指導者を養成して埼玉県民のサッカーのレベルアッ
プを図ることにある。

今までの積み重ねになるが、登録選手が６０,０００人を越え、登録指導者も５,５００人を越えている。この影響もあり、
いくつかのカテゴリーでは全国大会での優勝を勝ち取ることができた。

・有資格者数約20,000名は過去最高の数であり、全国３位の数を誇る。また、３級昇級者も60名を越え、各種別に良
い環境を作り出している。フットサルに対しても増加数は少ないが同様に良い環境となっている。更に３級ユース審
判員も育成できた。

これまでも種別などをクロスオーバーさせ、メンバーの交流・活性化に尽力してきたが、年度途中から隔月発行とした
ことで、よりタイムリーな話題提供ができるようになった。よきコミュニケーションツールとなっていると自負している。

・平成24年4月1日よりホームページをリニューアルし、前年度に比べて閲覧アカウント数（トップページのみ）が毎月
約10万件増えている。

・巡回指導においては、県全地区に渡り活動を行い、5,000名以上の児童・幼児にサッカーを広めることができてい
る。これにより、特にサッカー経験のない女子児童や保育園児にサッカーの楽しさを伝えることができている。
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チーム・人数(人)等 期間 会場
(２)キッズフェスティバル

【内容】

【成果】

ＪＦＡキッズ（Ｕ－６）サッカーフェスティバル２０１２in埼玉スタジアム第３グラウンド 840名、57チーム 5月20日 埼玉スタジアム第３グラウンド
ＪＦＡキッズ（Ｕ－６）サッカーフェスティバル２０１２in埼玉スタジアム第３グラウンド 730名、50チーム 11月3日 埼玉スタジアム第３グラウンド
ＪＦＡキッズ（Ｕ－６）サッカーフェスティバル２０１２　ユニクロサッカーキッズ！In西武ドーム 1325名、94チーム 11月18日 西武ドーム
ＪＦＡキッズ（Ｕ－８）サッカーフェスティバル２０１２ 700名、48チーム 9月23日 くまがやドーム
ＪＦＡキッズ（Ｕ－１０）サッカーフェスティバル２０１２ 720名、48チーム 9月1日 越谷しらこばと運動公園

(３)レディース・ガールズサッカーフェスティバル
【内容】

【成果】

JFAレディースサッカーフェスティバル ２０１２ 110名 11月24日 埼玉スタジアム　第4グラウンド
JFAレディースサッカーフェスティバル ２０１２ 150名 2013年2月3日 埼玉スタジアム　第4グラウンド
JFAレディース／ガールズサッカーフェスティバル ２０１２ 64名 2013年2月2日 埼玉スタジアム　第4グラウンド

(４)大学生によるスポーツ・インターンシップ 11校、53名 通年 県内中学校
【内容】

【成果】

６．スポーツマネジャー養成事業
【内容】

【成果】

14名 2013年2月2日～3月3日 北浦和カルタスホール

７．その他の普及事業
【内容】

【成果】

31団体(総額2,623,000円) 通年
種別連盟自主事業への補助金支出 8団体(総額1,899,000円) 通年

・幼稚園年長児（U－6）や小学校低学年児童（U-8、U-10）を対象として、サッカーに親しむ場を提供する事業。

ＪＦＡスポーツマネージャーズカレッジサテライト講座(SMCサテライト講座)・SFA特別財務講座

・14名が受講し、全員が修了した。様々な世代、地域、職種の方が受講され、グループワークを中心に講義が展開さ
れた。個人スキルアップと共に県内各地域における受講者間の繋がりが生まれた。

・スポーツイベント、クラブ経営等のマネージメント能力を有する人材養成を目的とする講座。多くの県民への受講の
機会を広げるために、日本協会が行っているスポーツ・マネジャーズ・カレッジ（ＳＭＣ）講座を簡易版として提供する
事業。スポーツビジネス、クラブ経営、財務などの9セッションを実施する。当事業の財源は、受講料である。

・県内の大学生が将来教員を志望し、また、中学校サッカー部の指導を行いたい者に、本法人が公認Ｃ級コーチの
ライセンス取得に協力し、取得後に県内中学校の部活動のインターンを経験してもらう事業である。大学生の指導者
志向の拡大、中学校の部活指導者の量的拡大も期待するもので、埼玉県教育委員会との共同開催事業である。

・年間２回のC級コーチ養成講習会を開催し18名が受講。指導者派遣は協力大学10大学、大学生指導者57名に
よって県下中学校12校の部活動指導に携わり、指導者不足のサッカー部に対する支援となった。

・女子を対象としたサッカーに親しむための普及事業。スクール形式やオープン参加の試合形式のもの等がある。

60,000人を越える選手と5,500人を越える指導者、約20,000人の審判が市町協会や種別連盟の大会等でサッカーの
活動を行い、毎年サッカー人口を増やしている。

・埼玉県内の市町においてサッカーの普及振興を行い、本法人に届け出た団体（以下、市町協会）及び本法人の加
盟チームによって結成され、本法人が設立許可した各連盟に対し、運営助成金を支給している。当事業は収益事業
等の収入を財源としている。

市町協会・各種連盟への助成金

・数多くのチームに県内の素晴らしい環境のグラウンドでサッカーの試合をすることにより、子供たちにサッカーの楽
しさを伝えることができた。また保護者にも勝ち負けにこだわらない試合を通じ、子供たちとともに、サッカーの楽しさ
を感じてもらうことができた。

・未登録の女子（中学生・一般）の参加もあり、登録チーム・選手と合わせて人数が集まることで試合形式でのプレー
を楽しむ場を提供できた。

項　　　　　　　　　目
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チーム・人数(人)等 期間 会場
第二　競技会開催事業
【目的】

１．主催事業(種別)
【内容】

【成果】

　第１種
彩の国カップ第17回埼玉県サッカー選手権大会（決勝大会） 8チーム 8月5日～8月26日 鴻巣市陸上競技場 他

第３回１種選手権大会 8チーム 2月10日～3月10日 熊谷スポーツ文化公園陸上競技場　他

　　(社会人)
第４回埼玉県社会人サッカートーナメント会長杯　(東部地区予選)　兼第１７回彩の国カップ予選 21チーム 11月18日～12月8日 越谷しらこばと第２、草加瀬崎　他

第４回埼玉県社会人サッカートーナメント会長杯　(西部地区予選)　兼第１７回彩の国カップ予選 42チーム 11月25日～12月16日 東京国際大学、飯能阿須　他

第４回埼玉県社会人サッカートーナメント会長杯　(南部地区予選)　兼第１７回彩の国カップ予選 15チーム 12月2日～12月9日 大宮宝来グラウンド、荒川総合公園グラウンド

第４回埼玉県社会人サッカートーナメント会長杯　(北部地区予選)　兼第１７回彩の国カップ予選 15チーム 12月2日～12月9日 大宮宝来グラウンド、荒川総合公園グラウンド

第４回埼玉県社会人連盟会長杯兼第１７回彩の国カップ予選 42チーム 1月20日～3月17日 埼玉スタジアム第４グラウンド、鴻巣市陸上競技場　他

県社会人サッカーリーグ１部 9チーム 4月8日～10月14日 SFAグラウンド、熊谷スポーツ文化公園補助　他

県社会人サッカーリーグ２部Ａ 10チーム 4月8日～11月14日 東京国際大学、与野八王子Ｇ、鴻巣上谷Ｇ　他

県社会人サッカーリーグ２部Ｂ 10チーム 4月8日～10月28日 尚美学園大学、川口青木、坂戸多目的、さいたま堀崎　他

県社会人サッカーリーグ東部地区３部 12チーム 4月8日～12月9日 越谷しらこばと第２、加須市民グラウンド、草加瀬崎グラウンド　他

県社会人サッカーリーグ西部地区３部 12チーム 4月8日～10月21日 東京国際大学、狭山市柏原、川越市安比奈グラウンド他

県社会人サッカーリーグ南部地区３部 12チーム 4月8日～10月17日 さいたま市堀崎・八王子グラウンド、川口市青木町総合運動公園　他

県社会人サッカーリーグ北部地区３部 12チーム 4月8日～11月4日 鴻巣上谷･堤外Ｇ、熊谷さくら運動公園、深谷仙元山　他

第１８回全国クラブチームサッカー選手権県大会 55チーム 6月3日～7月15日 埼玉スタジアム第４グラウンド、ＳＦＡグラウンド 他

市町村対抗戦兼県民総合体育大会 31チーム 7月22日～9月2日 鴻巣荒川堤外、本庄小山川グラウンド　他

　　(大学)
第１８回平成２５年度彩の国カップ大学代表決定戦 11チーム 3月10日～3月31日 埼玉工業大学、文教大学、平成国際大学、獨協大学

平成２４年度第４５回埼玉県大学サッカーリーグ戦 17チーム 4月7日～12月2日 埼玉スタジアム、各大学グラウンド

　　(自治体)
第41回全国自治体職員サッカー選手権大会埼玉県予選 11チーム 5月5日～5月26日 さいたま市堀崎公園サッカー場　他

　第２種
高円宮杯Ｕ-18サッカーリーグ2012　埼玉県Ｓリーグ 24チーム 2月19日～9月17日 県内各地

埼玉県サッカーU-16リーグ（県リーグ） 26チーム 6月～9月21日 県内各地

　　(高校)
全国高等学校サッカー選手権大会埼玉県大会１次予選 161チーム 8月20日～8月29日 県内各地
全国高等学校サッカー選手権大会埼玉県大会2次予選リーグ 24チーム 10月6日～10月13日 県内各地
全国高等学校サッカー選手権大会埼玉県大会2次決勝トーナメント 16チーム 10月28日～11月18日 埼玉スタジアム　他

　　(クラブU-18)
「彩の国カップ」第18回埼玉県サッカー選手権（クラブ連盟内予選） 2チーム 2月21日 与野八王子グラウンド

　第３種
埼玉県ユース（U-１５）サッカーリーグ 10チーム 3月17日～9月23日 堀崎グラウンド　他

埼玉県ユース（U-１３）サッカーリーグ 8チーム 9月4日～10月29日 成立学園鷲宮グラウンド　他

第２１回埼玉県ユース（U-１５）サッカー選手権大会兼高円宮杯U-15県予選 36チーム 9月1日～10月13日 熊谷スポーツ文化公園、堀崎公園、宝来運動公園　他

第１５回埼玉県ユース（U-1３）サッカー選手権大会 16チーム 2月9日～3月9日 熊谷スポーツ文化公園、秋葉の森公園、西遊馬運動公園

　　(中学)
高円宮杯全日本ユース（Ｕ-15）選手権埼玉県中学校１次予選 ４月29日～7月29日 県内各地
高円宮杯全日本ユース（Ｕ-15）選手権埼玉県中学校２次予選 52チーム 7月30日～8月6日 レッズハートフルフィールド駒場　他
埼玉県ユース（Ｕ－１３）中学校１次予選 338チーム 10月20日～12月28日 レッズハートフルフィールド駒場　他
埼玉県ユース（Ｕ－１３）中学校２次予選 42チーム 12月1日～1月6日 レッズハートフルフィールド駒場　他
第２７回日本クラブﾕｰｽサッカー選手権（U-15)大会埼玉県予選 62チーム ４月7日～6月10日 埼玉県内各地

高円宮杯第24回全日本ﾕｰｽ（U-15)サッカー選手権埼玉県クラブ大会 53チーム 6月9日～7月14日 県内各地

55チーム 10月21日～1月20日 県内各地

　備　考：両校優勝、県代表はＰＫ戦により正智深谷高等学校。正智深谷は全国大会で１回戦　京都橘高等学校に ２－２（３ＰＫ４）で敗退。

　結　果：優勝　クラブフェニックス　準優勝：与野八王子クラブ　3位：クマガヤＳＳＣ、狭山ラトルズ
　備　考：与野八王子　関東大会出場

　結　果：優勝　三郷市　準優勝：上尾市　3位：飯能市、秩父市

　結　果：優勝：共栄大学　準優勝：平成国際大学

　備　考：上位２チームが全国自治体職員サッカー選手権大会南関東予選会に出場。両チームとも１回戦敗退。

・本法人が、運営に関する事項を決定できる権限と責任を負う競技会を開催する事業である。具体的には、大会要
項に記載する事項（会場、スケジュール、参加資格、競技方法、競技規則等）を、本法人が責任を持って決定し、直
接主催する。

　結　果：優勝　美里イレブンスターズ　準優勝：ＦＣ南本庄　3位：上里ＳＣ

　結　果：１部リーグ１位　大宮アルディージャユース、、２位　西武台高等学校、３位　正智深谷高等学校／２部Ａリーグ１位　浦和東高等学校／２部Ｂリーグ１位　聖望学園高等学校

　備　考：１部リーグ１０チーム、２部Ａリーグ８チーム、２部Ｂリーグ８チーム／入れ替え戦は次年度５月に実施

　結　果：優勝：ＦＣ　ＫＡＳＵＫＡＢＥ　準優勝：ＨＡＮフットボールクラブ　3位：フットボールクラブ深谷
　備　考：ＦＣ ＫＡＳＵＫＡＢＥ、ＨＡＮ ＦＣ、ＦＣ深谷、ＣＡアレグレ、坂戸ディプロマッツ、エステレーラ、レジェンド、武南ジュニア　関東大会出場

　備　考：共栄大学が平成25年度彩の国カップ第18回埼玉県サッカー選手権大会に出場

　結　果：優勝：東京国際大学体育会サッカー部　準優勝：尚美学園大学サッカー部　3位：埼玉工業大学体育会サッカー部
　備　考：関東大学サッカー大会に東京国際と尚美学園が出場。東京国際が関東大学サッカーリーグ２部に昇格。

　結　果：優勝：さいたま市役所　準優勝：所沢市役所　3位：本庄市役所

　結　果：Ｓ１リーグ１位　武南高等学校、２位　浦和東高等学校、３位　正智深谷高等学校／Ｓ２Ａリーグ１位　伊奈学園高等学校　／　Ｓ２Ｂリーグ１位　浦和南高等学校

　備　考：Ｓ１リーグ８チーム、Ｓ２Ａリーグ８チーム、Ｓ２Ｂリーグ８チーム。武南高校は関東プリンスリーグ２部へ昇格

　結　果：優勝：正智深谷高等学校、浦和東高等学校　3位：本庄第一高等学校、浦和南高等学校

　結　果：優勝　大宮アルディージャユース　　準優勝：浦和レッドダイヤモンズユース

　結　果：優勝　ＦＣサンシン　準優勝：チームぬれせん　3位：久喜エプリディ
　備　考：ＦＣサンシン、２部昇格

　結　果：優勝　狭山アゼィリア　準優勝：Ｂａｒｏｎ Ｈｅａｒｔ　3位：ＦＣドルフィンズ

　備　考：美里イレブンスターズ、２部昇格

　結　果：優勝：S・F・C　準優勝：D・Ｏ・Ｆ　3位：与野リバティ
　備　考：S・F・C、２部昇格

　結　果：優勝：クラブ　フェニックス　準優勝：サンバ南ＳＣ　3位：川口ＳＣ
　備　考：クラブ　フェニックス、１部昇格

サッカー・フットサル、男性・女性、少年からシニアまで多くの選手が公式戦に参加できる環境を整備したことによっ
て、１,７００以上のチームが活動できるようになった。

・試合は、選手のパフォーマンスの表現の場であり、日頃積み重ねた練習の成果を確認する場である。選手は観客
に観られることで成長し、試合の競い合いを通じて更に進化する。こうした機会を、サッカー及びフットサルに親しみ
たい多くの人たちへ提供するために、年代別、性別、地域や自治体別などに競技会を組織し、各種の競技会を主催
又は関連団体と共同して開催する。
競技会開催を通じて、県民のスポーツへの関心と理解を深め、青少年の健全な育成と生涯スポーツの推進をめざ
す。また、地域との連携を図ることにより、コミュニティの絆を深め、地域活動の健全な発展に寄与する。

　備　考：上位４チームが決勝ラウンドに出場

　備　考：上位４チームが，関東社会人大会に出場

　結　果：優勝　ＦＣ ＴＩＵ　準優勝：Aventura Kawaguchi　3位：ＦＣ３ＤＥＰ

　結　果：優勝：平成国際大学サッカー部　準優勝：尚美学園大学サッカー部　3位：東京国際大学体育会サッカー部、大宮アルディージャユース

　備　考：平成国際大学は天皇杯に出場し、１回戦 ブラウブリッツ秋田に敗退（0-1）

　結　果：代表　エスペランサ、戸田ＪＳＣ、与野ＦＣＨ、FC.BOWTH

　備　考：狭山アゼィリア２部昇格

　備　考：ＦＣ　ＴＩＵ、１部昇格

　結　果：優勝：坂戸シティー　準優勝：越谷ＦＣ　3位：アルドール狭山ＦＣ

　備　考：上位４チームが決勝ラウンドに出場

　結　果：代表：上里サッカークラブ、北本フットボールクラブ、ＦＣ」南本庄、美里イレブンスターズ
　備　考：上位４チームが決勝ラウンドに出場

　結　果：優勝：ＦＣドルフィンズ　準優勝：越谷フットボールクラブ　3位：クマガヤサッカースポーツクラブ
　備　考：越谷フットボールクラブ、ＦＣドルフィンズ、クマガヤサッカースポーツクラブ、第４９回全国社会人サッカー大会関東予選に出場

　結　果：代表　サンシン、F　Ｃｈｉｌｄｒｅｎ、ＦＣ　ＰＬＯＴＫＵＫＩ、あべっちFC

　結　果：優勝：東京国際大学体育会サッカー部、坂戸シティＦＣ　　３位：尚美学園大学サッカー部　　４位：ＡＣアルマレッザ飯能
　備　考：上記４チームは、彩の国カップ第18回埼玉県サッカー選手権大会（決勝大会）への出場する権利を得る

　結　果：代表　ＦＣドルフィンズ、狭山アぜィリア、武蔵野ＦＣ青年団、Drop　Out　FC
　備　考：上位４チームが決勝ラウンドに出場

　備　考：大宮アルヂージャユースが平成25年度彩の国カップ第18回埼玉県サッカー選手権大会に出場

　結　果：優勝　大宮ＦＣ　　準優勝：武南Ｊｒ　　3位：ＣＡアレグレ

　結　果：第１代表　大宮フットボールクラブ、第２代表　ＦＣ　ＡＳＡS上尾、第３代表　草加ジュニアフットボールクラブ、第４代表　三郷 Jr Youth FC

　結　果：優勝　ＦＥＳＴＡ　　準優勝：ＣＯＲＵＪＡ　　　3位：ＦＣ深谷

　結　果：優勝：クマガヤサッカースポーツクラブ　準優勝：プレジールスポーツクラブ入間　3位：大宮アルディージャジュニアユース、浦和レッドダイヤモンズジュニアユース

　結　果：優勝：クマガヤＳＣ　準優勝：大宮アルディージャＪＹ　3位：浦和レッドダイヤモンズＪＹ、ＨＡＮ ＦＣ

　備　考：上記８チームが第２４回高円宮杯全日本ユース（Ｕ-15）サッカー選手権埼玉県大会に出場
　　　　　　第５代表　プレジールスポーツクラブ入間、成立ゼブラフットボールクラブ、第７代表　Futbol Club Cano、第８代表　見沼フットボールクラブ

第１５回埼玉県ユース（Ｕ－１３）サッカー選手権（兼）埼玉県ユース（Ｕ－１3）クラブ予選（ＪＦＡプレミアカップ）
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チーム・人数(人)等 期間 会場
　第４種

平成２４年度第６回埼玉県第４種リーグ戦 380チーム 4月21日～11月25日 県内各地区会場
第３６回全日本少年サッカー大会埼玉県大会 557チーム 4月8日～6月17日 埼玉スタジアム　他

第６回埼玉県第４種サッカーリーグ選手権大会 50チーム 12月9日～12月23日 埼玉スタジアム2002・他

第７回埼玉県第４種新人戦中央大会 16チーム 2月10日～2月17日 玉スタジアム第３グラウンド 他

埼玉国際ジュニアサッカー大会２０１２ 24チーム 7月26日～7月28日 埼玉ｽﾀｼﾞｱﾑ２００２　他

　女　子
埼玉県女子サッカーリーグ 1部10チーム 5月13日～12月2日 東京国際大学、大東文化大学　他

15チーム 5月20日～6月24日 埼玉スタジアム第３Ｇ、大東文化大学　他

第7回埼玉県女子ユース（Ｕ－１８）サッカー選手権大会兼関東女子ユースＵ－１8選手権県予選 7チーム 8月19日～9月2日 惣右衛門グラウンド、柏原グラウンド、大島新田グラウンド

第16回埼玉県女子ユース（Ｕ－１５）サッカ－選手権大会 15チーム 4月14日～4月30日 妻沼運動公園緑の広場.惣右衛門グラウンド　他

埼玉県高等学校女子サッカー選手権大会 32チーム 8月21日～9月22日 高校会場、久喜運動総合公園、惣右衛門グラウンド　他

第１０回ＪＦＡ関東ガールズエイト（Ｕ－１２）大会埼玉県決勝大会 16チーム 7月7日～7月8日 児玉郡上里町　宮　多目的広場サッカー場

第２４回埼玉県少女サッカー大会決勝大会兼第２５回関東少女サッカー大会埼玉県予選 12チーム 10月6日～10月7日 入間郡毛呂山町総合公園グラウンド

　シニア
2012年　埼玉県総合体育大会(O-40)兼第1回全国シニア（Ｏ-４０）サッカー大会埼玉県予選 33チーム 9月2日～11月25日 熊谷スポーツ文化公園補助陸上競技場　他

33チーム 3月4日～2月17日 ＳＦＡグラウンド　他

関東シニアサッカー埼玉大会(60, 65, 70) 22チーム 10月23日 熊谷スポーツ文化公園陸上競技場　他

　フットサル
PUMA Cup 2013　第18回全日本フットサル選手権大会　埼玉県大会 32チーム 9月23日～12月1日 春日部市立庄和体育館　他

2012バーモンドカップ第22回全日本少年フットサル大会　埼玉県大会 27チーム 7月8日～9月17日 くまがやドーム　他

2013第18回全日本ユース（Ｕ-15）フットサル大会　埼玉県大会 12チーム 8月5日～9月17日 熊谷ドーム体育館　他

第9回全日本女子フットサル選手権大会2011埼玉県大会 9チーム 7月７日～８月４日 富士見市立市民総合体育館　他

２．受託事業（主管事業）
【内容】

【成果】

　事務局
2014ＦＩＦＡワールドカップブラジル　アジア最終予選　日本代表　対　オマーン代表 63,551人(入場者数) 6月3日 埼玉スタジアム２○○２

2014ＦＩＦＡワールドカップブラジル　アジア最終予選　日本代表　対　ヨルダン代表 60,874人(入場者数) 6月8日 埼玉スタジアム２○○２

2014ＦＩＦＡワールドカップブラジル　アジア最終予選　日本代表　対　イラク代表 60,593人(入場者数) 9月11日 埼玉スタジアム２○○２

ＦＩＦＡ Ｕ-20 女子ワールドカップジャパン 2012 group Ｂ　ブラジル代表　対　イタリア代表 2,511人(入場者数) 8月19日 浦和駒場スタジアム

ＦＩＦＡ Ｕ-20 女子ワールドカップジャパン 2012 group Ｂ　ナイジェリア代表　対　韓国代表 2,511人(入場者数) 8月19日 浦和駒場スタジアム

ＦＩＦＡ Ｕ-20 女子ワールドカップジャパン 2012 group Ｂ　ブラジル代表　対　ナイジェリア代表 2,539人(入場者数) 8月22日 浦和駒場スタジアム

ＦＩＦＡ Ｕ-20 女子ワールドカップジャパン 2012 group Ｂ　イタリア代表　対　韓国代表 2,539人(入場者数) 8月22日 浦和駒場スタジアム

ＦＩＦＡ Ｕ-20 女子ワールドカップジャパン 2012 group Ｄ　中国代表　対　ガーナ代表 4,182人(入場者数) 8月27日 浦和駒場スタジアム

ＦＩＦＡ Ｕ-20 女子ワールドカップジャパン 2012 group Ｃ　カナダ代表　対　朝鮮民主主義人民共和国代表 4,182人(入場者数) 8月27日 浦和駒場スタジアム

ＦＩＦＡ Ｕ-20 女子ワールドカップジャパン 2012 準々決勝　ドイツ代表　対　ノルウェー代表 6,284人(入場者数) 8月31日 浦和駒場スタジアム

ＦＩＦＡ Ｕ-20 女子ワールドカップジャパン 2012 準々決勝　朝鮮民主主義人民共和国代表　対　アメリカ代表 6,284人(入場者数) 8月31日 浦和駒場スタジアム

第９２回天皇杯全日本サッカー選手権大会 ２回戦 8,975人(入場者数) 9月8日 浦和駒場スタジアム

第９２回天皇杯全日本サッカー選手権大会 ２回戦 1,439人(入場者数) 9月9日 熊谷スポーツ文化公園陸上競技場

第９２回天皇杯全日本サッカー選手権大会　３回戦 1,212人(入場者数) 10月10日 熊谷スポーツ文化公園陸上競技場

第９２回天皇杯全日本サッカー選手権大会　４回戦 7,503人(入場者数) 12月15日 NACK5スタジアム大宮

第９２回天皇杯全日本サッカー選手権大会　４回戦 12,634人(入場者数) 12月15日 熊谷スポーツ文化公園陸上競技場

第９２回天皇杯全日本サッカー選手権大会　準々決勝 7,090人(入場者数) 12月23日 熊谷スポーツ文化公園陸上競技場

第３４回全日本女子サッカー選手権大会（準決勝1試合目） 1,695人(入場者数) 12月22日 ＮＡＣＫ５スタジアム大宮

第３４回全日本女子サッカー選手権大会（準決勝２試合目） 3,069人(入場者数) 12月22日 ＮＡＣＫ５スタジアム大宮

第３４回全日本女子サッカー選手権大会（決勝） 4,064人(入場者数) 12月24日 ＮＡＣＫ５スタジアム大宮

　社会人
第４８回全国社会人サッカー選手権大会関東予選 22チーム 6月24日～7月8日 関東各都県

第１３回東日本社会人サッカー大会 ６チーム 7月14日～7月16日 川口青木町公園　他

第４６回関東社会人サッカー大会 16チーム 11月9日～11月25日 熊谷スポーツ文化公園陸上競技場　他

　３種
関東ユース（Ｕ-１５）サッカーリーグ入替参入戦 8チーム 12月8日～12月9日 熊谷スポーツ文化公園補助競技場　他

　女子
第３４回関東女子選手権大会 18チーム 10月6日～10月14日 埼玉スタジアム　他

・本法人が、競技会運営の主管を担う事業であり、主催者は日本協会及び関東サッカー協会等である。競技会運営
の権限と責任はすべて主催者側にある。

　結　果：優勝 新座片山ＦＣ少年団　準優勝：江南南サッカー少年団　3位：上福岡少年少女サッカークラブ、ＦＣアビリスタ

　結　果：優勝 大宮アルディージャジュニア　準優勝：レジスタＦＣ　3位：コスモＳＣ川越、新座片山ＦＣ

　結　果：優勝 大東文化大学（一般）・ＦＣ　ＢＢ（レディース）、準優勝　久喜高校（一般）、上里女子（レディース）、３位　上福岡女子・入間向陽高校（一般）、北坂戸レディース（レディース）

　結　果：優勝 浦和レッズレディースユースア　準優勝：エルフェン狭山マリ　3位：ＳＥフィリアＦＣ

　結　果：優勝　エルフェン狭山マリ　　準優勝：大宮ＦＣエンジェルス05　　3位：浦和レッズレディースジュニアユース

　結　果：優勝 レジスタＦＣ　準優勝：烏天狗Jr FC　3位：江南南サッカー少年団、春日部幸松ジュニアフットボールクラブ

　結　果：優勝 埼玉県南部選抜　準優勝：埼玉県選抜　3位：マレーシアチーム

　結　果：優勝　東京国際大学　　準優勝：大東文化大学　　　3位：浦和レッズレディースジュニアユース
　備　考：２部参加１１チーム優勝川越レディース.準優勝アスパージュ熊谷.３位ＦＣ熊谷
第３４回県女子選手権兼全日本関東県１次予選及び全日本女子関東女子決勝トーナメント／第２２回全日本関東レディース県予選

　結　果：優勝 久喜高校　準優勝：本庄第一高校　3位：花咲徳栄高校、山村学園高校
　備　考：優勝チームは全国高等学校女子サッカー選手権大会に出場。２～４位のチームは関東高校女子サッカー選手権大会に出場し、上位１～３位に入れば全国大会に出場できる。

　結　果：優勝 戸木南ボンバーズＦＣ　準優勝：東大宮エンジェルス　3位：浦和ラッキーズＦＣ、ＳＥフィリアＦＣ
　備　考：上記４チームが関東ガールズエイト（Ｕ-１2）大会へ本県代表として出場。

　結　果：優勝 東大宮エンジェルス　準優勝：戸木南ボンバーズＦＣ　3位：戸塚ＦＣガールズ、ＳＣ和光ベレーザ
　備　考：東大宮エンジェルスと戸木南ボンバーズの２チームが本県代表として関東少女サッカー大会へ出場。

　結　果：優勝 クマガヤサッカースポーツクラブシニア　準優勝：川口シニアＦＣ　3位：東松山オールドパワーズ
　備　考：クマガヤサッカースポーツクラブシニアは第1回全国シニア（Ｏ-４０）サッカー大会関東予選に県代表として出場。

　結　果：優勝　ＶＡＭＯＳ鳩山　準優勝：越谷サッカークラブ

　備　考：参加各チーム２試合行い、順位付けはしない

　備　考：ＶＡＭＯＳ鳩山は第7回関東シニアサッカー選手権大会(O-40)に埼玉県代表として出場。

　結　果：優勝 Artista埼玉

　結　果：伊賀ＦＣくノ一　１－１（３ＰＫ４）　ジェフユナイテッド千葉レディース

　結　果：優勝 江南南サッカー少年団　準優勝：コスモSC川越　3位：malva saitama fc/アビリスタFC

　結　果：優勝　フォルチFC A　準優勝：Futbol Club Cano A　3位：malva saitama fc/FC BUBBLE ASAKA

　結　果：優勝　武蔵丘シエンシア　準優勝：FFC Estrela NOVO川口

　結　果：日本代表　３ー０　オマーン代表

今年はアジア・全国レベルの大会を受託し運営した。観るスポーツとしても埼玉県のサッカーの普及に協力できた。
埼玉スタジアムでは観客60,000人を越える試合を３試合主管運営した。

　結　果：大宮アルディージャ　３－１　アビスパ福岡

　結　果：大宮アルディージャ　４－３　川崎フロンターレ

　結　果：浦和レッドダイヤモンズ　０－２　横浜Ｆ・マリノス

　結　果：大宮アルディージャ　２－３　柏レイソル

　結　果：日本代表　６ー０　ヨルダン代表

　結　果：日本代表　１ー０　イラク代表

　結　果：浦和レッドダイヤモンズ　２－１　ヴォルカ鹿児島

　結　果：大宮アルディージャ　２－０　ブラウブリッツ秋田

　結　果：カナダ代表　１－２　朝鮮民主主義人民共和国代表

　結　果：中国代表　１－０　ガーナ代表

　結　果：イタリア代表　０－２　韓国代表

　結　果：朝鮮民主主義人民共和国代表　１－２　アメリカ代表

　結　果：ブラジル代表　１－１　ナイジェリア代表

　結　果：ナイジェリア代表　２－０　韓国代表

　結　果：ＩＮＡＣ神戸レオネッサ　１－０　浦和レッズレディース

　結　果：ＩＮＡＣ神戸レオネッサ　１－０　ジェフユナイテッド千葉レディース

　結　果：Ａブロック　さいたまＳＣ、Ｂブロック　ＡＣアルマレッザ飯能、Ｃブロック　ＦＣ ＫＯＲＥＡ、Ｄブロック　東邦チタニウム、Ｅブロック　日立ビルシステムサッカー部、Ｆブロック　横浜猛蹴

　備　考：各ブロックの代表チームは、第48回全国社会人サッカー選手権大会に参加する義務を負う。

　結　果：優勝：福島ユナイテッドＦＣ　準優勝：クラブフィールズノルブリッツ北海道　3位：石川県国体選抜

　結　果：優勝：ＶＯＮＤＳ市原ＦＣ　準優勝：坂戸シティＦＣ　3位：青梅フットボールクラブ、アルドール狭山
　備　考：上位２チームは平成25年度関東リーグ２部へ昇格する。

　結　果：１位：ＮＰＯ法人ワセダクラブForza'02、ザスパ草津　３位：エスペランサジュニアユース、栃木ＳＣジュニアユース

　結　果：優勝　早稲田大学、準優勝　ノジマステラ神奈川、３位　日本体育大学・関東学園大学
　備　考：上記４チームは全日本女子に出場

第５回埼玉県サッカー協会長杯埼玉県シニアサッカー選手権(O-40)兼第７回関東シニア選手権県予選

項　　　　　　　　　目

　結　果：ブラジル代表　１－１　イタリア代表

　結　果：ドイツ代表　４－０　ノルウェー代表
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チーム・人数(人)等 期間 会場
３．補助事業（各種別連盟等事業）

【内容】

【成果】

　第１種
　　(社会人)
東部地区ブロックリーグ決勝大会 8チーム 10月28日～11月11日 吉川高校、外郭放水、久喜総合

西部地区ブロックリーグ決勝大会 10チーム 10月28日～11月18日 東松山市駒形、飯能阿須

南部地区ブロックリーグ決勝大会 12チーム 10月28日～11月25日 秋葉の森、上尾平塚　他

北部地区ブロックリーグ決勝大会 7チーム 11月11日～11月25日 熊谷さくら運動公園多目的（南面、北面）他

県リーグ１・２部昇格プレーオフ決定戦 2チーム 1月20日 東松山ＳＦＡグラウンド

県リーグ1・２・３部昇降格決定戦 6チーム 1月20日 東松山ＳＦＡグラウンド

埼玉県・栃木県交流戦 4チーム 12月9日 熊谷スポーツ文化公園陸上競技場

埼玉県・東京都交流戦 2チーム 1月19日 熊谷スポーツ文化公園陸上競技場

埼玉県社会人連盟選抜選考会 180人 11月11日～12月2日 東京国際大学、尚美学園大学　他

　　(大学)
総理大臣杯埼玉県代表決定戦 15チーム 4月8日～5月20日 各大学グラウンド

　第２種
　　(高校)
関東高等学校サッカー大会 埼玉県予選 32チーム 4月14日～4月29日 埼玉スタジアム第２グラウンド　他

  学校総合体育大会兼高校総体県予選 48チーム 6月9日～6月24日 埼玉スタジアム第２グラウンド　他

県民体育大会兼高校サッカー新人大会 16チーム 2月9日～2月17日 川口青木町公園　他

　第３種
　　(中学)
平成24年度学校総合体育大会 48チーム 7月17日～7月30日 川越陸上競技場　他

平成24年度新人体育大会兼第25回県民総合体育大会 44チーム 11月2日～11月18日 埼玉スタジアム２○○２　他

　　(クラブU-15)
第22回埼玉県クラブﾕｰｽ（U-15)サッカー選手権大会決勝トーナメント 38チーム 9月29日～11月23日 県内各地

第22回埼玉県クラブﾕｰｽ（U-１４)サッカー選手権大会決勝トーナメント 36チーム 12月1日～1月26日 県内各地

　　　第４種
　　(少年)
第４１回埼玉県サッカー少年団中央大会 32チーム 11月4日～11月18日 埼玉スタジアム第２グラウンド　他

　　(クラブU-12)
第１０回サイエイＣＵＰ埼玉県クラブユースサッカー選手権Ｕ－１2会長杯 27チーム 5月26日～6月24日 熊谷スポーツ文化公園西多目的広場　他

第１１回朝日新聞「埼玉少年少女スポーツ」杯　埼玉県クラブユースサッカー選手権Ｕ－１２大会 28チーム 9月23日～10月28日 熊谷スポーツ文化公園西多目的広場　他

第11回埼玉県クラブユースサッカー選手権Ｕ－１0大会 27チーム 8月25日～8月26日 熊谷文化公園西多目的グラウンド　他

第１6回Ｕ－１２彩の国さいたまＣＵＰ 18チーム 1月2日～1月3日 埼玉スタジアム２○○２第４グラウンド　他

第1１回埼玉県クラブユースサッカー選手権Ｕ－１1大会 ３０チーム ２月２４日～３月３日 妻沼運動公園サッカー場　他

第９回埼玉県クラブユースサッカー選手権Ｕ－９大会
２９チーム 41342 都幾川リバーサイド

　　女　子
第3１回埼玉県レディースサッカー春季大会関東予選大会 4チーム 6月17日 上里　宮グラウンド

第２５回埼玉県民総合体育大会 7チーム 1月27日～2月3日 白岡市総合運動公園

平成24年度県民総合体育大会兼埼玉県高等学校女子サッカー新人大会 30チーム 1月12日～2月10日 東松山陸上競技場　他

埼玉県女子ユース（Ｕ－１５）サッカーリーグ戦 22チーム 5月19日～12月18日 大島新田、白岡総合　他

平成２４年度第１８回埼玉県Ｕ－１０少女サッカー育成・交流大会 25チーム 12月22日～12月23日 ＳＦＡグラウンド

　　シニア
16チーム 3月25日～11月18日 小山川グラウンド/葛和田グラウンド　他

17チーム 3月4日～12月16日 九里グラウンド、鴻巣上谷総合グラウンド　他

埼玉県シニアサッカーリーグ50（Ⅰ部） 10チーム 3月18日～12月16日 九里グラウンド、葛和田グラウンド　他

埼玉県シニアサッカーリーグ50（Ⅱ部） 11チーム 3月18日～11月8日 九里グラウンド、古河スカイグラウンド　他

埼玉県シニアサッカーリーグ60 6チーム 3月25日～11月11日 川口青木町公園陸上競技場　他

埼玉県シニアサッカーリーグ 65 2チーム 3月25日～11月11日 川口青木町公園陸上競技場　他

埼玉県シニアサッカーリーグ ロイヤル ３チーム 3月25日～11月11日 川口青木町公園陸上競技場　他

埼玉スーパーシニア（O -７０）サッカープレ大会 10チーム 5月23日 埼玉スタジアム２００２

2012　第10回埼玉県シニアサッカー選手権(O-50)兼第12回全国シニア大会埼玉県予選 21チーム 9月2日～11月25日 古河スカイグラウンド、鴻巣上谷総合グラウンド　他

　　フットサル
第12回埼玉県フットサルリーグ　１部 9チーム 5月12日～11月11日 富士見市立市民総合体育館、宮代町総合体育館　他

第10回埼玉県フットサルリーグ　２部 10チーム 4月22日～2月2日 彩の国くまがやドーム体育館、宮代町総合体育館　他

第9回埼玉県女子フットサルリーグ 7チーム 4月21日～12月8日 宮代町総合体育館

　備　考：交流戦、国体強化選手選考

・各連盟等が主催する競技会を、本法人が後援する事業である。当事業では各連盟のチーム加盟費及び選手登録
費の総額に応じて補助金を交付する場合がある。
なお、受託及び補助事業における競技会においても、本法人から人を派遣し、競技会運営が要項に則って適切に
行われることを担保している。当事業の財源は、競技会参加料、日本協会及び関東サッカー協会等からの補助金、
各連盟からの負担金、日本協会からの受託金、入場料、大会プログラム販売収入、企業等からのプログラム制作協
賛金及び大会協賛金である。

　結　果：川越全酪ＳＣ残留

　結　果：チームニッホン残留、クラブフェニックス昇格

　　　　　　平成国際大学は関東代表として全国大会に出場し、1回戦　平成国際０－２阪南で敗退。

　結　果：優勝：Ｆ．Ｃｈｉｌｄｒｅｎ 準優勝：渕江ＦＣ　3位：ニコルソン
　備　考：３チーム、東部地区３部昇格

　結　果：優勝：　ワラゴマ　ユベントス　準優勝：新宿クラブ　3位：武蔵野FC青年団
　備　考：３チーム、西部地区３部昇格

　結　果：優勝：RSF　準優勝浦和キッカーズ3位：FC.BOWTH
　備　考：３チーム、南部地区３部昇格

　結　果：優勝：熊谷基地A　準優勝：FC.岡部1993　3位：C･S･G
　備　考：３チーム、北部地区３部昇格

サッカー・フットサル、男性・女性、少年からシニアまで多くの選手が所属する連盟の大会が計画通り行う事ができ
た。これにより、60,000人を越える登録選手を維持することができた。

　結　果：埼玉県1部　４－１　栃木県１部、埼玉県２部　５－２　栃木県２部

　結　果：第1代表東京国際大学・第2代表尚美学園大学・第3代表埼玉大学が都県代表決定戦に出場
　備　考：都県代表決定戦の結果、上記3チームとも関東代表決定戦に出場。

　結　果：優勝：武南高等学校　準優勝：正智深谷高等学校　3位：西武台高等学校、浦和東高等学校

　結　果：埼玉県部　２－１　東京都

　結　果：優勝　江南南サッカー少年団　準優勝：新座片山ＦＣ少年団Ａ　3位：上尾朝日ＦＣスポーツ少年団、浦和上木崎サッカースポーツ少年団

　結　果：優勝：浦和レッズジュニアユース　準優勝：クラブ与野　3位：クマガヤSC

　備　考：上位２校が関東中学校大会に出場。吹上中は2回戦敗退、木崎中は１回戦敗退。

　備　考：関東大会は武南高校Ａグループ２回戦敗退。正智深谷高校Ｂグループ優勝。

　結　果：優勝：西武台高等学校　準優勝：武南高等学校　3位：浦和東高等学校、正智深谷高等学校
　備　考：全国大会は武南高校 準優勝、西武台高校 ２回戦敗退。

　結　果：優勝：浦和東高等学校　準優勝：西武台高等学校　3位：越谷西高等学校、正智深谷高等学校

　備　考：参加各チーム２試合行い、順位付けはしない

　結　果：優勝　VAMOS鳩山　準優勝：クマガヤサッカースポーツクラブシニア　3位：東松山オールドパワーズ

　結　果：優勝　越谷シニアサッカークラブ　準優勝：所沢バッカーズ　3位：パルスフットボールクラブ

　結　果：優勝　パルスフットボールクラブ　準優勝：所沢バッカーズ　3位：NTTシニア

　結　果：優勝　川越シニアサッカクラブ　準優勝：蕨シニアサッカークラブ　3位：越谷シニアサッカークラブ

　結　果：優勝　ﾊﾟﾙｽ・US　準優勝：ポラリス　3位：サウスフレンズ

　結　果：優勝　サクラ　準優勝：ケヤキ　3位：

　結　果：優勝　パルスR　準優勝：FFCR　3位：ゼルコバR

第5回埼玉県サッカー協会長杯　2012年　埼玉県シニア40南部サッカーリーグ

第5回埼玉県サッカー協会長杯 2012年　埼玉県シニア40北部 サッカーリーグ

　備　考：ＦＣＢＢと上里ＦＣパワーズは関東大会出場

　結　果：優勝：戸木南ボンバーズFCなど5チーム　準優勝：川越女子Jr.SCなど5チーム　3位：宮原ガールズなど5チーム
　備　考：5チームづつ5グループに別れ総当たりのリーグ戦/グループ内の順位のみ決め大会全体の順位は決めない

　結　果：優勝：さいたま市北部地区　準優勝：ふじみ野市　3位：熊谷市

　結　果：優勝：入間向陽高校　準優勝：本庄第一高校　3位：浦和西高校、久喜高校

　結　果：優勝：大宮FCエンジェルス０５　準優勝：エルフェン狭山マリ（U-15）　3位：白岡ＳＣＬ　Ｕ-15

　結　果：優勝：FC　BB　準優勝：上里ＦＣパワーズ　3位：北坂戸レディース

　結　果：優勝：ＮＥＯＳ　準優勝：アラディオーロ　3位：レジスタＦＣ、１ＦＣ川越水上公園

項　　　　　　　　　目

　結　果：優勝　レスト戸田FC　準優勝：九龍

　結　果：優勝　Ｆｕｋａｙａ　　準優勝：レスト戸田

　結　果：優勝　ＮＴＴシニア　準優勝：所沢バッカーズ　3位：川越シニアサッカクラブ

　結　果：優勝　烏 / ＩＭＰＥＲＩＯ　準優勝：M f

　結　果：優勝：レジスタＦＣ　準優勝：コスモＦＣ　3位：ジャクパ埼玉ＦＣ

　結　果：優勝：１ＦＣ川越水上公園　準優勝：鴻巣ラホージャＦＣ　3位：コスモＦＣ

　結　果：優勝：レジスタＦＣ　準優勝：コスモＳＣ　3位：烏天狗、はくつる

　結　果：優勝：ＮＥＯＳ　ＦＣ　準優勝：アラディオーロ　3位：レジスタＦＣ

　結　果：優勝：所沢トレセン　準優勝：北区トレセン　3位：Ｕ－１２ＵＣＤ

　結　果：優勝　鴻巣市立吹上中学校　準優勝：さいたま市立木崎中学校　3位：さいたま市立原山中学校、さいたま市立大原中学校

　結　果：優勝：さいたま市立土合中学校　準優勝：さいたま市立岸中学校　3位：富士見市立勝瀬中学校、さいたま市立与野東中学校

　結　果：優勝：クマガヤＳＣ　準優勝：大宮アルディージャ　3位：見沼FC
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チーム・人数(人)等 期間 会場
第三　代表関連事業
【目的】

【内容】

【成果】

第67回国民体育大会関東ブロック大会 成年、女子、少年 8月18日～8月19日 東京都
第67回国民体育大会サッカー競技 少年 9月30日～10月4日 岐阜県
全国大会参加チーム支援 15チーム(総額820,000円) 通年

第四　施設管理事業　※尚、当該事業については今年度で終了した。
【目的】

【内容】

【成果】

埼玉県サッカー協会 東松山サッカー場管理

第一　手数料収入及び物品販売事業
【目的】

【内容】

【成果】

③【その他の事業（相互扶助等事業）】
第一　チーム及び選手登録事業
【目的】

【内容】

【成果】
種別 チーム数(1,718チーム) 登録人数(63,741人)

第1種 431チーム 10,559人
第2種 184チーム 9,910人
第3種 451チーム 19,986人
第4種 532チーム 17,919人
シニア 34チーム 1,327人
女子（Lリーグ） 2チーム 55人
女子(一般) 13チーム 410人
女子(レディース) 2チーム 49人
女子(大学） 5チーム 147人
女子（高校・クラブ） 35チーム 989人
女子（中学・クラブ） 11チーム 263人
女子（少女） 18チーム 340人
フットサル 1,787人

(参考)
ＳＦＡ運営会議 5回 通年 埼玉スタジアム　他
ＳＦＡミッション特別委員会 12回 通年 埼玉県サッカー協会　事務所

・　チーム加盟及び選手登録の種別は、以下のとおりであり、選手はそのいずれかに登録する必要がある。
　ア　第１種　　年齢を制限しない選手により構成されるチーム
　イ　第２種　　概ね高校生年代の選手により構成されるチーム
　ウ　第３種　　概ね中学生年代の選手により構成されるチーム
　エ　第４種　　概ね小学生年代の選手により構成されるチーム
　オ　女　子　　女子の選手により構成されるチーム
　カ　シニア　　４０歳以上の選手により構成されるチーム
　キ　フットサル　　５人制のサッカー、個人登録

・手数料収入の大半を占めるのが、売店出店手数料である。売店出店を許可する競技会においては、売上金額の
一定割合を出店者より受領する。当事業年度の予算は従来の実績により、55万円と見積っている。その他、加盟
チームがユニフォームに企業名及び商品名等を掲示する申請手数料収入等で40万円余りを見積っている。
物品販売に関しては、プーマ ジャパン株式会社とサプライヤー契約を締結していることにより、プーマ製品の販売を
行っており、当事業年度は50万円の販売額を見込んでいる。販売先は国体選抜チームや連盟等であり、個別チー
ムへの販売は原則として行わない。また、ジェイリーグフォト株式会社が制作している日本代表やなでしこ、個々の選
手のカレンダーの販売も行っている。販売の案内及び取りまとめは各連盟に依頼している。当事業年度の予算は従
来の実績により、80万円と見積っている。

・県民にサッカーに対するより一層の興味を惹かせ、理解を深めるためには、埼玉県内においてサッカーの素質ある
者を、埼玉県を代表する選手に育て、更に日本トップレベルへと引き上げ、ひいては世界へと送り出す育成強化の
取り組みが不可欠である。都道府県単位の参加による競技会である国民体育大会の競技会をはじめとする県内外
の活動や、海外交流などのグローバルな活動を通じて、更なる競技力向上をめざす。日々たゆまぬ努力を続け、競
技力を高め、夢や目標の実現に向かってチャレンジする姿は、広く県民に勇気や生きる力を与える。また、県民の心
身の健全な発達と豊かな人間性を涵養することにも繋がる。

・国民体育大会におけるサッカー競技の埼玉県代表チームの編成を行う事業である。サッカー競技は、成年、女子、
少年の3種別あり、本法人の技術委員会が中心となって強化方針、監督・スタッフの人選、チーム編成等を協議し、
決定する。それぞれの監督・スタッフは代表選手の選考を行って、関東ブロック大会、本大会に臨む。また、日本の
トップレベル、世界をめざし得る逸材を育てるために、競技力向上の事業を展開する。当事業の財源は、日本協会、
埼玉県、及び（公財）埼玉県体育協会からの補助金、協賛企業からのユニフォーム等の物品提供である。

・各種の手数料収入や、プーマ製品及び代表選手のカレンダー等のサッカー関連物品の販売収益をもって、公益
目的事業を推進するための事業である。

・指導者養成関連で43日間、トレセン関連で97日間の利用があり、利用時間・稼働率ともに増加した。
・利用チーム数は延べ約830チーム、利用人数は約42,900名と多くのチーム、選手の利用があった。

・売店出店手数料やサプライヤー契約により、今年も大会運営や強化事業において、参加者への金銭的負担の軽
減が図れた。

・本法人の行うサッカーの指導・普及、競技会開催、代表関連、施設管理の各事業は、本法人が加盟する日本協会
と連動して行われるチーム加盟及び選手登録が基本条件となっている。そして、この登録等の手続きは、誰でもサッ
カーを楽しむことができるようにと、あらゆる年代と性別をカバーするように制度化されている。チームに登録された選
手は、その種別において行われる全ての競技会、研修会、その他のイベントに参加することができる。

激戦区関東の中で今年も少年チームが本大会の連続出場を果たした。また、国体を含めた選抜活動で評価された
選手が育成年代の日本代表として活動することができた。

民間企業の土地を借り上げて本法人専用の夜間照明付き人工芝のサッカー場を東松山市に設置し、維持管理を行
い、前述の指導・普及事業におけるトレーニングセンターや指導者・審判員養成事業に使用している。空いた時間
枠を有効に利用するために、競技会の一部の試合に民間施設よりも安い料金で貸出している。当事業の財源は、施
設利用料である。

②【収益事業】

サッカー施設を整備、拡充し、サッカーのあるべき理想的なモデルを示し続けることは、これまでサッカー界で先駆
的な役割を果たしてきた本法人の使命と考える。サッカー環境の充実は、県内の競技会開催を活発化することはもと
より、才能ある選手たちの育成や海外との交流を通じた競技力の向上など、代表関連事業の促進という観点からも欠
かせない。また、県民に向けて施設を開放し、他のサッカー競技団体と連携しながら施設の有効活用を図ることは、
県民にサッカーを楽しむ機会を提供することにも繋がる。

稼動日数：357日　利用時間：2,200時間　稼働率：51%

・選手登録数は全国２位の数となっている。
２種、３種、４種、女子、シニア、フットサルは、ここ数年登録数が増加し、総数も１１年連続増加している。
各カテゴリーでの大会環境整備やフェスティバル開催等普及事業が実を結んでいる。
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